大会宣言
復旧から復興へ・ランドスケープからの発信

私たちは、自然生態系の骨格を成す山間地の自然災害を検証し、自然の理の中で、人間の豊かな情感と地域を総合的な組み立て、場のシステムをまもりつくるランドスケープの視点から、今後わが国の自然災害の防止策及び復興のモデルケースとすべく、被災地の皆さんと共に、ふるさとの自然景観と地域再生、さらには持続性ある発展のため、協働の精神をもってこの苦難に立ち向かい、果敢にアクションを展開いたします。

１、「山古志フィールドミュージアム構想」を提起し、その実現に向け邁進します。

１、山肌の再生を目指して「山のみどりのオーナー制度」を発信します。

１、地域の再生に資する森づくりを推進します。

１、造園特有の伝統的技法と新技術を持って、地域と共に持続性ある活動を展開します。

１、中越を越えて様々な人々のネットワークにより、これを具体化していきます。
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